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公開シンポジウム

「グローバ リゼー シ ョンの時空」 に寄せ て

神奈川大学経済貿易研究所長

沢 田 幸 治

「経済貿易研究』の特集 と して以下 に掲 載 した

のは,2003年7月18日,神 奈川大学経済貿 易研

究所が主催 した公 開 シ ンポジウム 「グローバ リ

ゼー ションの時空」での報告 と討論 をもとに,そ

れぞれの報告者 ・討論者 によって加筆補正 された

ものである(し たがってシンポジウムを再現 した正

確な記録 とは異なることをあ らか じめお断 りしてお

きたい)。 この シンポ ジウムは,神 奈川大学 共同

研究奨励助成 による経済貿易研 究所の2つ の研究

プロジェク ト,「「市場経済のグローバル化』をめ

ぐる諸 相 と諸 問題 に関 す る研 究」(2001年 度～

2002年 度)お よび 「『帝 国』の 成 立 と新 世 界 秩

序」(2003年 度～2004年 度)が つ み 重 ね て きた

オープ ンな共同研究の一環 として行 われY両 プロ

ジェク トのこの時点での研究成果のひとつ という

ことがで きる。

この2つ の研究 プロ ジェク トは,「 グローバ リ

ゼー ション」 と 「帝国」 をキーワー ドに,激 動 し

混迷を深める今 日の時代 を理解 しようとす る試み

だが,自 由や民主主義や市場 といった言葉 と同 じ

ように,こ れらも,共 通 に了解 された自明 な概念

とい うわけではない。 しか しこの シンポジウムが

め ざしたのは,言 葉の定義それ 自体 を多少 な りと

も明 らかにす るとい うこ とにではな く,こ れ らを

媒介に,冷 戦体制の終焉 と社会主義 国家のあいつ

ぐ崩壊 な ど,世 紀 をまたいだ この10年 余 りの世

界 の大 きな変動 の現代 的意 味 を問 うことにあっ

た,と いってよい。

この シンポジウムには学内外か ら70名 をこえ

る参加者 があ り,伊 豫 谷登士 翁氏 ←一橋大学),

上 川孝夫氏(横 浜国立大学),石 井伸 一氏(神 奈川

大学)の3人 の報 告 と,そ れにつづ く鳴瀬成洋氏

(神奈川大学)の コメ ン トのあ とに,参 加者 をまじ

えて活発 な議論がかわされた。むろん,あ わせて

4時 間 にお よぶ この シンポ ジウム に よって 「グ

ローバ リゼーシ ョン」 にかかわるすべ ての問題が

解 明されたわけではないが,少 な くとも,考 えな

ければな らないい くつ もの論点が明確 になったこ

とは大 きな収穫 といえるだろう。

経済貿易研究所は,そ の社 会的責務 を果たすべ

く,今 後 もこうした学内外へ開かれたシンポジウ

ムや研究会,出 版活動 に取 り組 んでい きたい と考

えている。 この特集が,専 門領域 を異 にする研究

者 の知的関心 の一・端 にで も交差す る ことが あれ

ば,幸 いである。

最後にな りま したが,お 忙 しいなか,シ ンポジ

ウムの報告 を快 くお引 き受 け くださった伊豫谷登

士翁,上 川孝夫の両氏 にあ らためて心か らお礼を

申 しあげます。


